運営規程「従業者の職種，員数及び職務内容」記載例
【訪問介護】
	第◯条　事業所に勤務する従業者の職種，員数及び職務内容は次のとおりとする。
　⑴　管理者　常勤１人（管理上支障がない場合は，他の職務に従事することができる。）
　　管理者は，事業所の従業者及び業務の管理を一元的に行うとともに，従業者に事業に関する法令等の規定を遵守させるため必要な指揮命令を行う。
　⑵　サービス提供責任者　１人以上（うち１人以上は常勤職員を配置する。）
サービス提供責任者は，事業所に対する指定訪問介護の利用の申込みに係る調整，訪問介護員等に対する技術指導，訪問介護計画の作成等を行う。
　⑶　訪問介護員　常勤換算方法で４人以上
　　　訪問介護員は，訪問介護の提供に当たる。


【通所介護（定員１０人以下，週５日開所の事業所の場合）】

	（従業者の職種，員数及び職務の内容）
第◯条　事業所に勤務する従業者の職種，員数及び職務の内容は次のとおりとする。
⑴　管理者　常勤１人（業務に支障のない限り他の職種との兼務を行えるものとする。）
　管理者は，事業所の従業者及び業務の管理を一元的に行うとともに，従業者に事業に関する法令等の規定を遵守させるため必要な指揮命令を行う。
⑵　生活相談員　２人以上（サービス提供時間を通じて毎日常時１人以上配置する。）
　生活相談員は，利用者の生活向上を図るため，利用者からの相談に応じるとともに，必要な助言，その他の援助等を行う。
⑶　介護職員　１人以上（サービス提供時間を通じて毎日常時１人以上配置する。）
　介護職員は，利用者の入浴，食事等の介護サービスを提供し又は必要な支援を行う。

　　※　生活相談員又は介護職員のうち１人以上を常勤とする。
⑷　機能訓練指導員　１人以上
　　　機能訓練指導員は，機能の減退を防止するための訓練指導及び助言を行う。


【通所介護（定員２０人，週５日開所の事業所の場合）】

	（従業者の職種，員数及び職務の内容）
第◯条　事業所に勤務する従業者の職種，員数及び職務の内容は次のとおりとする。
⑴　管理者　常勤１人（業務に支障のない限り他の職種との兼務を行えるものとする。）
　管理者は，事業所の従業者及び業務の管理を一元的に行うとともに，従業者に事業に関する法令等の規定を遵守させるため必要な指揮命令を行う。
⑵　生活相談員　２人以上（サービス提供時間を通じて毎日常時１名以上配置する。）

　生活相談員は，利用者の生活向上を図るため，利用者からの相談に応じるとともに，必要な助言，その他の援助等を行う。
⑶　介護職員　２人以上（サービス提供時間を通じて毎日常時１名以上配置する。）
　　介護職員は，利用者の入浴，食事等の介護サービスを提供し，又は必要な支援を行う。

　　※　生活相談員又は介護職員のうち１人以上を常勤とする。

⑷　看護職員　１人以上（毎日１人以上配置する。）

　　利用者の健康管理業務等を行う。
⑸　機能訓練指導員　１人以上
　　機能訓練指導員は，機能の減退を防止するための訓練指導及び助言を行う。


【特定施設入居者生活介護（介護専用型，入居者１００人の場合）】
	（従業者の職種，員数及び職務の内容）
第○条　事業所に勤務する従業者の職種，員数及び職務の内容は次のとおりとする。
⑴　管理者　常勤１人
　管理者は，事業所の従業者及び業務の管理を一元的に行うとともに，従業者に事業に関する法令等の規定を遵守させるため必要な指揮命令を行う。
⑵　生活相談員　常勤１人以上（常勤換算方法で１以上）
　生活相談員は，入居者の生活の向上を図るための相談に応じるとともに，必要な助言その他の援助を行う。
⑶　看護職員　　常勤換算方法で３人以上（１人以上は常勤）
　　看護職員は，利用者の日々の健康状態のチェック，保健衛生上の指導や看護を行う。
⑷　看護職員又は介護職員　　常勤換算方法で３４人以上（１人以上は常勤）
　　介護職員は，利用者の入浴，食事等の介護サービスを提供し，又は必要な支援を行う。
　　※　常に１以上の介護職員が確保されるよう配置する。
⑸　機能訓練指導員　１以上
　　機能訓練指導員は，機能の減退を防止するための訓練指導及び助言を行う。
⑹　計画作成担当者　１以上
　　　特定施設サービス計画の作成等を行う。


【特定施設入居者生活介護（混合型，要介護：６０人，要支援２及び要支援１：２０人，自立：２０人，入居者１００人の場合）】
	（従業者の職種，員数及び職務の内容）
第○条　事業所に勤務する従業者の職種，員数及び職務の内容は次のとおりとする。
⑴　管理者　常勤１人
　管理者は，事業所の従業者及び業務の管理を一元的に行うとともに，従業者に事業に関する法令等の規定を遵守させるため必要な指揮命令を行う。
⑵　生活相談員　常勤１人以上（常勤換算方法で１以上）
　生活相談員は，入居者の生活の向上を図るための相談に応じとともに，必要な助言その他の援助を行う。
⑶　看護職員　　常勤換算方法で３人以上（１人以上は常勤）
　　看護職員は，利用者の日々の健康状態のチェック，保健衛生上の指導や看護を行う。
⑷　看護職員又は介護職員　　常勤換算方法で２３人以上（１人以上は常勤）
　　介護職員は，利用者の入浴，食事等の介護サービスを提供し，又は必要な支援を行う。
⑸　機能訓練指導員　１人以上
　　機能訓練指導員は，機能の減退を防止するための訓練指導及び助言を行う。
⑹　計画作成担当者　１人以上
　　特定施設サービス計画の作成等を行う。


【特定（介護予防）福祉用具販売（（介護予防）福祉用具貸与を同一の事業所で一体的に実施している場合）】

	（従業者の職種，員数及び職務内容）
第◯条　事業所に勤務する従業者の職種，員数及び職務内容は次のとおりとする。
　⑴　管理者　常勤１人

　　　管理者は，事業所の従業者及び業務の管理を一元的に行うとともに，従業者に事業に関する法令等の規定を遵守させるため必要な指揮命令を行う。
　⑵　福祉用具専門相談員　常勤換算方法で２人以上配置する（（介護予防）福祉用具貸与に従事する者を含む。）。

　　　福祉用具専門相談員は，特定福祉用具販売計画（特定介護予防福祉用具販売計画）の作成・変更等を行うとともに，利用者に対し，特定福祉用具の選定の援助，取付け，調整等を行い，指定特定福祉用具販売及び指定特定介護予防福祉用具販売の提供を行う。


【（介護予防）福祉用具貸与（特定（介護予防）福祉用具販売を同一の事業所で一体的に実施している場合）】

	（従業者の職種，員数及び職務内容）
第◯条　事業所に勤務する従業者の職種，員数及び職務内容は次のとおりとする。
　⑴　管理者　常勤１人

　　　管理者は，事業所の従業者及び業務の管理を一元的に行うとともに，従業者に事業に関する法令等の規定を遵守させるため必要な指揮命令を行う。
　⑵　福祉用具専門相談員　常勤換算方法で２人以上配置する（特定福祉用具販売に従事する者を含む。）。

　　　福祉用具専門相談員は，福祉用具貸与計画（介護予防福祉用具貸与計画）の作成・変更等を行うとともに，利用者に対し，福祉用具の選定の援助，取付け，調整等を行い，指定福祉用具貸与及び指定介護予防福祉用具貸与の提供を行う。


【小規模多機能型居宅介護（通いの定員が１５人の場合）】

	（従業者の職種，員数及び職務内容）
第◯条　事業所に勤務する従業者の職種，員数及び職務内容は次のとおりとする。
　⑴　管理者　常勤１人

　　　管理者は，事業所の従業者及び業務の管理を一元的に行うとともに，従業者に事業に関する法令等の規定を遵守させるため必要な指揮命令を行う。
　⑵　介護従業者　以下のとおり（うち１人以上の者は常勤とする。また，うち１人以上の者は看護師又は準看護師とする。）

　日中の時間帯：サービス提供日ごとに常勤換算方法で６人以上配置する。

　夜間及び深夜の時間帯：常時１人以上配置し，別に宿直勤務に当たる者を１人以上配置する（宿泊サービスの利用がない日を除く。なお，宿泊サービスの利用がない日は，別に定める連絡体制によるものとし，事業所から訪問する場合と同程度の対応を行う。）。

　介護従業者は，利用者の入浴，食事等の介護サービスを提供し，又は必要な支援等を行う。

　⑶　介護支援専門員　１人以上

　　　居宅サービス計画の作成，小規模多機能型居宅介護の利用に関する市町村への届出の代行，小規模多機能型居宅介護計画の作成等を行う。


【認知症対応型共同生活介護】

	（従業者の職種，員数及び職務内容）
第◯条　事業所に勤務する従業者の職種，員数及び職務内容は次のとおりとする。
　⑴　管理者　常勤１人

　　　管理者は，事業所の従業者及び業務の管理を一元的に行うとともに，従業者に事業に関する法令等の規定を遵守させるため必要な指揮命令を行う。
　⑵　介護従業者　以下のとおりとする（１人以上は常勤とする。）。

　日中の時間帯：共同生活住居ごとに，常勤換算方法で３人以上配置する。

　夜間及び深夜の時間帯：共同生活住居ごとに，常時１人以上配置する。

　介護従業者は，利用者の入浴，食事等の介護サービスを提供し，又は必要な支援等を行う。

　⑶　計画作成担当者　１人以上（共同生活住居ごとに配置し，うち１人以上は介護支援専門員とする。）

　　　認知症対応型共同生活介護計画の作成等を行う。


【介護老人福祉施設（従来型，入所者数１００人の場合）】
	（従業者の職種，員数及び職務内容）
第○条　事業所に勤務する従業者の職種，員数及び職務内容は次のとおりとする。
　⑴　管理者　常勤１人

管理者は，事業所の従業者の管理及び業務の管理を一元的に行うとともに，従業者に事業に関する法令等の規定を遵守させるため必要な指揮命令を行う。
　⑵　医師　１人以上

　　　医師は，入所者に対し健康管理及び療養上の指導を行う。

　⑶　生活相談員　常勤１人以上

　　　生活相談員は，入所者及び家族等からの相談に適切に応じるとともに，必要な助言その他の援助を行う。

　⑷　介護職員又は看護職員　常勤換算方法で合計３４人以上（介護職員については，常勤の者を常時１人以上配置する。）

　　　介護職員は，利用者の入浴，食事等の介助及び援助を行う。

⑸　看護職員　　常勤換算方法で３人以上（うち１人以上は常勤の者とする。）

　　看護職員は，利用者の日々の健康状態のチェック，保健衛生上の指導や看護を行う。

　⑹　栄養士　１人以上

　　　栄養士は，入所者に対し，適切な栄養管理を行う。

　⑺　機能訓練指導員　１人以上

　　　機能訓練指導員は，入所者に対し，その心身の状況等に応じて，日常生活を営むのに必要な機能を改善し，その減退を防止するための訓練を行う。

　⑻　介護支援専門員　常勤１人以上

　　　介護支援専門員は，施設サービス計画の作成や変更のほか，入所者の入退所に関して必要な援助等を行う。


【介護老人福祉施設（ユニット型，入所者数１００人の場合）】
	（従業者の職種，員数及び職務内容）
第○条　事業所に勤務する従業者の職種，員数及び職務内容は次のとおりとする。
　⑴　管理者（施設長）　常勤１人

　　　管理者は，事業所の従業者の管理及び業務の管理を一元的に行うとともに，従業者に事業に関する法令等の規定を遵守させるため必要な指揮命令を行う。
　⑵　医師　１人以上

　　　医師は，入所者に対し健康管理及び療養上の指導を行う。

　⑶　生活相談員　常勤１人以上

　　　生活相談員は，入所者及び家族等からの相談に適切に応じるとともに，必要な助言その他の援助を行う。

　⑷　介護職員又は看護職員　常勤換算方法で合計３４人以上（常時１人以上，常勤の介護職員を配置する。また，昼間については，ユニットごとに常時１人以上配置する。夜間及び深夜については，２ユニットごとに１人以上配置する。）

　　　介護職員は，利用者の入浴，食事等の介助及び援助を行う。

⑸　看護職員　常勤換算方法で３人以上（うち１人以上は常勤の者とする。）

　　看護職員は，利用者の日々の健康状態のチェック，保健衛生上の指導や看護を行う。

　⑹　栄養士　１人以上

　　　栄養士は，入所者に対し，適切な栄養管理を行う。

　⑺　機能訓練指導員　１人以上

　　　機能訓練指導員は，入所者に対し，その心身の状況等に応じて，日常生活を営むのに必要な機能を改善し，その減退を防止するための訓練を行う。

　⑻　介護支援専門員　常勤１人以上

　　　介護支援専門員は，施設サービス計画の作成や変更のほか，入所者の入退所に関して必要な援助等を行う。

　⑼　ユニットリーダー　各ユニット常勤１人以上

　　　ユニットリーダーは，ユニットにおけるケアの責任者として，ユニットケアに関する指導及び助言等を行う。　
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